
「名所江戸百景 玉川堤の花」 歌川広重 安政３年（1856）

現在の玉川上水羽村取水口付近
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新宿区立新宿歴史博物館

10 5 ～
地下1階 企画展示室

2024年

土
12 1日

〒160-0008 新宿区四谷三栄町12-16　TEL:03-3359-2131　FAX:03-3359-5036
主 催：公益財団法人新宿未来創造財団
共 催：新宿区、新宿区教育委員会
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開館時間

休館日

午前9時30分～午後5時30分
（入館は午後5時まで）

10月15日（火）・28日（月）、
11月11日（月）・25日（月）
観覧料

一般300円（常設展とのセット券は500円）、
中学生以下無料



　玉川上水は、今から370年前の承応3年(1654)に江戸市中に水を送るために作られた上水道です。多摩川の羽
村取水堰から水を引き、四谷大木戸水番所（現在の四谷区民センターの場所）までの43㎞は地上を川のように
流し、その先の江戸市中へは地下に石や木でできた水道管（石樋・木樋）を通して配水しました。
　新宿区内には上水の水質・水量の管理を行う水番所があった他、神田上水への助水堀、渋谷川への余水吐・
四谷見附の掛樋など、多くの関連施設がありました。玉川上水の歴史や江戸時代の水道利用について、古文書
や絵図、発掘調査の成果などを通して紹介します。

JR・東京メトロ丸ノ内線・南北線「四ツ谷」駅下車 徒歩10分
東京メトロ丸ノ内線「四谷三丁目」駅下車 徒歩 8分
都営地下鉄新宿線「曙橋」駅下車 徒歩 8分

※記念講演会・歴史講座の申し込み方法等は
9月5日以降に新宿歴史博物館ホームページでお知らせします。

日時：10月20日（日）・27日（日）・11月3日（日祝）14時～16時
料金：2,500円（単回受講不可）
定員：90名（多数抽選）／申込締切：9月25日（水）必着

江戸の水道 スタンプラリー　10月5日（土）～12月8日（日）

井戸側　
新宿区蔵

「玉川上水絵図」（部分）
明治時代初頭　
東京都立中央図書館蔵 四ツ谷大木戸水番屋構之図「羽村臨視日記」　

国立公文書館蔵
「江戸上水配水図」（千川家文書・練馬区指定文化財）
享保2～3年(1717～1718)頃　
練馬区立石神井公園ふるさと文化館蔵

関連イベント全て
要申込

「江戸上水と『上水記』」
講師：金子智（東京都水道歴史館 学芸員）

１
第     

回

「江戸っ子は水道の水で産湯を使い」
講師：加藤元信（文京ふるさと歴史館 学芸員）

2
第     

回

「江戸東京における上水遺構について」
講師：斉藤進（港区埋蔵文化財調査指導員）

3
第     

回

「考古学からみた玉川上水」
講師：谷川章雄（早稲田大学 名誉教授）
日時：10月12日（土）14時～16時／料金：1,000円
定員：90名（多数抽選）／申込締切：9月25日（水）必着

１

「上水道の街　新宿・四谷」
講師：肥留間博（羽村市郷土博物館 登録郷土研究員）
日時：11月9日（土）14時～16時／料金：1,000円
定員：90名（多数抽選）／申込締切：10月23日（水）必着
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東京都水道歴史館・文京ふるさと歴史館・新宿歴史博物館

全３館のスタンプを押して、いずれかの館にご持参いただいた方に記念品を差し上げます。
（記念品は3館共通。先着合計1,500名様まで）

東京都水道歴史館 「上水記展・子ども水道れきしてん」10月26日（土）～11月4日（月休）
文京ふるさと歴史館 「川と人と水道と―神田上水・千川上水と文京―」10月26日（土）～12月8日（日）

江戸の水道についての展示会を行う3館でスタンプラリーを開催！
東京都水道歴史館文京ふるさと歴史館

日時：10月5日・19日、11月2日・16日・30日いずれも土曜日
 13時から（30分程度）

場所：新宿歴史博物館 地下1階企画展示室
申込：不要。ただし当日の観覧券が必要です。

「当村鮎御場所廻シ堀ニ罷成候覚」
慶應義塾大学文学部古文書室蔵

（渡辺家文書）
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